
Ⅰ－３－３． 情報連携主体による患者IDの紐付け

他の病院と新たに患者情報の連携をする場合、両病院で利用している患者のID（診察券番号な
ど）を紐付けする必要がある。

その際、紐付けしたIDに対して、地域で患者に１つのIDを付番することが重要（患者の求めに応
じて 患者の地域内での診療情報をワンストップで提供することが可能となる）じて、患者の地域内での診療情報をワンストップで提供することが可能となる）。

さらに、将来的に統一番号ができた際に統一番号を追加できる（置換できる）ようにしておくこと
が望ましい。
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域で 意な域で 意なIDIDを発行管理する仕組。を発行管理する仕組。

管理工学研究所HPより一部改変
http://www.kthree.co.jp/products/xds/renkei1.html



Ⅰ－３－４. 患者診療情報提供書及び電子診療データ提供書 第一版について

患者診療情報提供書及び電子診療データ提供書
電子的に診療情報提供書（いわゆる紹介状）を記載するための規格。国際標準であるHL7 

CDA R2に準拠し、かつ画像情報、波形情報、各種検査情報、その他XML、テキスト、スキャナ準拠 、 画像情報、波形情報、各種検 情報、そ 他 、テキ 、 キャナ
などで採取された文書類を外部参照し、本文から関連づけて参照できる仕組みを持つ。

本規格は日本HL7協会 技術委員会のCDA SIGの委員により開発され、日本HL7協会におい
てパブリックコメントを経て、2007年3月に規格化された（実証事業の終了後当該規格化まで３
年が経過）年が経過）。

取り込む

紹介状化 紹介状

画像情報

検査情報

診療情報提供書の標準規格

可搬電子診療文書媒体規格

CD化

病院間で、電子的に患者の診療データのやりとりが可能となる。
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Ⅰ－３－５． 医療情報の標準の体系（相互運用性の階層）

診療サマリ 退院時サマリ 紹介状
患者診療情報提

供書
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交換規約
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情報の整理、
グラフ化など、相手
の情報を取り込み、
デ タ連携のレベル

ギ 査

病名：ICD１０対応電子カルテ用標準病名マスター

手術・処置：標準手術・処置マスター

臨床検査：標準臨床検査マスター（JLAC10)

データ連携のレベル

用語集
コード
セット

臨床検 標準臨床検 タ （ )

医薬品：標準医薬品マスター

医療機器：標準医療機器データベース

看護用語：看護実践用語標準マスター
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症状所見：症状・所見標準マスター

画像検査：標準画像検査マスター（JJ1017）

J-MIX：電子保存された診療録情報の交換のためのデータ項目セット



参考資料：
地域医療機関の情報連携の取り組みの現状地域医療機関の情報連携の取り組みの現状
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